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平
成
23
年
度
決
算

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

特別会計
会計名 歳入 歳出 差引

国民健康保険事業勘定 58億7,783万3千円 55億5,534万9千円 3億2,248万4千円
介護保険事業勘定 21億6,467万5千円 20億6,942万7千円 9,524万8千円
後期高齢者医療 3億5,245万4千円 3億4,955万6千円 289万8千円
下水道事業 9億5,801万8千円 8億8,941万7千円 6,860万1千円

学校給食共同調理場事業 5億43万1千円 4億9,317万円 726万1千円

企業会計
事業名 歳入 歳出 差引

水道事業
収益的収支 4億139万7千円 4億413万5千円 △273万8千円
資本的収支 8,165万4千円 1億1,689万6千円 △3,524万2千円

※表中の「△」はマイナスを表します。
　資本的収支の不足額は留保資金などから補てんしました。

一般会計以外の決算について
　平成23年度の特別会計および企業会計の決算は、下表のとおり5つの特別会計が
黒字になりました。
※各表中の数値は千円未満単位を四捨五入しているため、合計と内訳が一致しな
いところがあります。

平
成
23
年
度
決
算

　
市
は
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
を
は
じ
め
、
国
・
県
の
補
助
金
や
借
入
金
な
ど
を
基
に
行
政
運
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
が
平
成
23
年
度
に
ど
れ
だ
け
の
費
用
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
か
を
、
市
の

決
算
と
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
一
般
会
計
決
算

　
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は

歳
入
（
収
入
）
が
1
7
6
億
8
、
1

0
9
万
5
千
円
（
市
の
貯
金
で
あ
る

財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
2
億
1
、

5
4
1
万
2
千
円
を
含
む
）  

、
歳
出

（
支
出
）
が
1
6
6
億
6
5
万
7
千

円
で
し
た
。

　
差
し
引
き
は
10
億
8
、
0
4
3
万

8
千
円
の
黒
字
で
し
た
が
、
こ
の
中

に
は
平
成
23
年
度
で
完
了
し
な
か
っ

た
た
め
に
、
平
成
24
年
度
で
引
き
続

き
実
施
す
る
事
業
な
ど
に
使
う
財
源

が
1
億
8
、
8
1
3
万
9
千
円
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
差
し
引
い
た
実
質
的
な
平

成
23
年
度
の
収
支
は
8
億
9
、  

2
2

9
万
9
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
決
算
歳
入
お
よ
び
歳

出
の
内
訳
は
、
左
図
の
と
お
り
で
す
。

※
図
中
の
数
値
は
千
円
未
満
単
位
を

四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
合
計
と

内
訳
が
一
致
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。

◆
歳
入
〔
地
方
交
付
税
が
増
加
〕

　
歳
入
全
体
で
は
、
平
成
22
年
度
と

比
較
し
て
1
、  

3
7
9
万
5
千
円

（
0  

・
1
㌫
）
増
加
し
ま
し
た
。

　
歳
入
の
約
5
割
を
占
め
る
市
税
は
、

企
業
業
績
の
回
復
や
税
制
改
正
の
影

響
な
ど
に
よ
り
、
平
成
22
年
度
に
比

べ
て
2
億
1
、    

3
8
1
万
9
千
円

（
2  

・
5
㌫
）
増
加
し
ま
し
た
。

　
税
収
の
少
な
い
自
治
体
に
対
し
て

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
は
、

平
成
22
年
度
の
国
勢
調
査
の
結
果
で

人
口
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

平
成
22
年
度
に
比
べ
て
1
億
8
、
0

1
0
万
3
千
円
（
17
・
7
㌫
）
増
加

し
ま
し
た
。

◆
歳
出
〔
公
債
費
が
減
少
〕

　
歳
出
全
体
で
は
、
平
成
22
年
度
と

比
較
し
て
1
億
2
、  

0
8
9
万
円

（
0  ・
7
㌫
）
減
少
し
ま
し
た
。

　
民
生
費
で
は
子
ど
も
手
当
に
掛
か

る
支
出
増
な
ど
に
よ
り
、
平
成
22
年

度
に
比
べ
て
2
億
7
、
8
3
7
万
9

千
円
（
5
・
9
㌫
）
増
加
し
ま
し
た
。

　
市
の
借
金
返
済
の
た
め
の
費
用
で

あ
る
公
債
費
は
、
償
還
が
終
了
し
た

事
業
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
1
億
3
、

6
9
0
万
6
千
円
（
8
・
9
㌫
）
減

少
し
ま
し
た
。

　
国
の
補
正
予
算
に
よ
る
事
業
採
択

や
天
候
不
順
な
ど
の
理
由
で
平
成
23

年
度
に
完
了
し
な
か
っ
た
、
大
山
口

中
学
校
校
舎
の
耐
震
改
修
工
事
な
ど

の
事
業
に
掛
か
る
11
億
6
、
8
3
0

万
9
千
円
は
、
平
成
24
年
度
に
繰
り

越
し
て
実
施
し
ま
す
。

〈
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
な
ど
に
要

し
た
費
用
〉

　
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
な
ど
に
要

し
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
民
生
費
や

衛
生
費
な
ど
複
数
の
項
目
に
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
復
旧
に
要
し
た
経
費
は
、

小
・
中
学
校
や
文
化
会
館
の
復
旧
改

修
工
事
な
ど
に
よ
る
も
の
で
1
億
22

万
7
千
円
、
放
射
能
対
策
に
要
し
た

経
費
は
放
射
線
量
測
定
や
除
染
用
資

機
材
の
購
入
な
ど
で
3
、
8
6
7
万

8
千
円
で
し
た
。

◆
平
成
23
年
度
に
実
施
し
た
主
な
事
業

【
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち
を

築
く
】

○
学
童
保
育
所
事
業

　
4
、
2
3
9

万
9
千
円

　
入
所
を
希
望
す
る
児
童
の
増
加
に

対
応
す
る
た
め
、
白
井
第
三
第
2
学

童
保
育
所
の
増
設
工
事
を
行
い
ま
し

た
。

○
中
学
校
施
設
改
修
事
業

　
1
億
2
、

3
8
4
万
3
千
円

　
災
害
時
の
避
難
場
所
に
指
定
し
て

い
る
白
井
中
学
校
体
育
館
の
耐
震
補

強
工
事
に
併
せ
て
、
ト
イ
レ
改
修
や

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
、
設
備
改
修
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

【
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
築
く
】

○
障
害
者
雇
用
・
就
労
支
援
事
業

　

1
5
3
万
円

　
障
害
者
の
自
立
を
促
す
た
め
、
職

業
体
験
の
機
会
の
提
供
や
就
労
支
援

員
の
配
置
な
ど
、
一
般
就
労
に
向
け

た
支
援
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。

○
地
域
防
災
計
画
推
進
事
業

　
1
1

4
万
9
千
円

地方債の残高（一般会計）
区分 平成23年度末 平成22年度末 差引
総務債 83億7,411万8千円 77億7,656万5千円 5億9,755万3千円
民生債 6億9,497万4千円 77億6,469万4千円 △6,972万円
衛生債 4億454万7千円 4億905万5千円 △450万8千円
土木債 2億704万円 2億1,745万5千円 △1,041万5千円
消防債 2,632万円 3,779万2千円 △1,147万2千円
教育債 34億8,475万9千円 39億7,976万3千円 △4億9,500万4千円
合計 131億9,175万8千円 131億8,532万4千円 643万4千円

※表中の「△」はマイナスを表します。

　
災
害
に
よ
る
被
害
予
測
を
把
握
す

る
た
め
、
防
災
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査

に
着
手
し
ま
し
た
。

【
健
康
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
築
く
】

○
感
染
症
予
防
事
業

　
7
、
7
7
1

万
4
千
円

　
こ
れ
ま
で
の
予
防
接
種
事
業
に
加

え
て
H
i
b
（
ヒ
ブ
）
ワ
ク
チ
ン
や

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、
H
P

V
（
子
宮
頸け

い

が
ん
）
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
し
た
。

【
元
気
に
活
躍
で
き
る
ま
ち
を
築
く
】

○
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業

　

1
4
2
万
1
千
円

　
農
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
な
が

ら
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
を
図
る
た
め
、

生
産
者
な
ど
に
よ
る
国
内
外
で
の
販

路
拡
大
や
販
売
促
進
活
動
に
対
し
て

支
援
し
ま
し
た
。

○
中
小
企
業
活
性
化
支
援
事
業

　
2

3
0
万
円

　  

（
仮
称
）
白
井
市
産
業
振
興
条
例

を
策
定
す
る
た
め
、
条
例
策
定
検
討

委
員
会
の
設
置
や
市
内
産
業
の
振
興

地方債の残高
　地方債は、将来にわたって市民が利用する道路や公共施設の建設
などの費用を、現在の市民だけでなく将来の市民にも負担してもら
うことが公平である場合に、地方債の借り入れについて県の同意が
得られた後に国などから借り入れる市の借金のことです。
　一般会計の平成23年度末地方債残高は下表のとおりです。

に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

【
み
ど
り
豊
か
で
快
適
な
ま
ち
を
築
く
】

○
環
境
基
本
計
画
推
進
事
業

　
30
万

7
千
円

　
健
全
で
良
好
な
環
境
を
保
全
・
維

持
す
る
た
め
、
平
成
24
年
度
を
初
年

度
と
す
る
第
2
次
環
境
基
本
計
画
の

策
定
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

○
市
道
維
持
修
繕
事
業

　
1
億
4
、

4
0
9
万
7
千
円

　
損
傷
の
著
し
い
舗
装
や
排
水
設
備

な
ど
の
補
修
を
行
い
ま
し
た
。

【
そ
の
ほ
か
の
事
業
】

○
事
業
仕
分
け
事
業

　
1
0
3
万
5

千
円

　
市
が
行
っ
て
い
る
事
業
の
必
要
性

や
実
施
方
法
な
ど
に
つ
い
て
公
開
形

式
で
議
論
し
な
が
ら
さ
ら
な
る
行
政

改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
、
ま
た
市

民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
し
な

が
ら
職
員
の
意
識
改
革
な
ど
を
図
る

た
め
、
9
事
業
の
事
業
仕
分
け
を
行

い
ま
し
た
。

市の財産（平成23年度末）

土地 960,429平方㍍

建物 148,035平方㍍

有価証券 3億7,226万円

出資による権利 3億9,967万3千円

自動車 65台

基金
土地 42,912平方㍍

現金 42億3,379万8千円

市の財産
　平成23年度末で市が保有する土
地や建物などの財産は、下表のと
おりです（一般会計以外の財産を
含みます）。

○
社
会
体
育
施
設
管
理
運
営
事
業

1
、
1
5
1
万
9
千
円

　
冨
士
ひ
ろ
ば
の
閉
鎖
に
伴
い
、
冨

士
中
予
定
地
を
開
放
す
る
た
め
の
施

設
整
備
や
中
木
戸
グ
ラ
ウ
ン
ド
照
明

灯
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

○
東
日
本
大
震
災
対
策
事
業

　
3
、

8
6
7
万
8
千
円

　
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
対
応
す
る
た
め
の
放
射
線
量
測
定

や
除
染
用
資
機
材
の
購
入
、
農
産
物

の
検
査
や
小
・
中
学
校
、
市
民
プ
ー

ル
の
水
質
検
査
な
ど
を
実
施
し
ま
し

た
。

問
　
財
政
課
財
政
班

　
内
線
3
3
3

1
・
2


